
石塚峠
いしづかとうげ

の七里塚
しちりづか

 

 

指定種別：市指定文化財 

指 定 日：平成７年３月 30 日 

所 在 地：釜石市唐丹町字大曽根 

制 作 年：江戸時代 

 

 

 

 

 

 

 石塚峠の七里塚は、本郷から石塚峠へ向かう山道の中腹にあり、東西１対の石積みの塚

があります。 

 一里塚は江戸時代より築造されましたが、主要街道においては 36 町１里制において築

造されました。しかしそれ以前の基準である６町１里で建造された塚もありました。その

ため、前者の場合は１里ごとに塚が築かれていることから１里塚といい、後者は 42 町

(4581.78ｍ)ごと、つまり７里ごとに築かれたことから七里塚と呼ばれます。 


